9月１０日（水）第30４回関西眼疾患研究会特別講演
藤井　信孝　先生（京都大学大学院薬学研究科ケモゲノミクス分野）

「多因子疾患克服に向けたMedChemからのアプローチ」
医薬品の遺伝子の発現への影響を解析することで薬効、副作用を予測するというケモゲノミクスというアプローチについて実例を交えてご講演いただいた。また、京都大学大学院薬学研究科での研究、教育についてもご紹介いただいたが、ユビキタス健康社会を可能にするために、新薬開発を加速できる人材、安心で完全な医療を提供できる人材の創出を目指しているとのことであった。
薬剤の研究開発を行う上で、基本にある考え方として、研究から生まれたものを患者さんに活用すること、グローバルな新薬開発を行うということがある。特に、癌、生活習慣病、アルツハイマー病などの多因子疾患を治療対象疾患とした場合、従来用いられてきた分子生物学的なアプローチでは十分でないことが多い。実際のヒトへの投与の際にも、効果が期待された薬物が効果を示さないことが多々ある。そこで、多因子疾患を対象として革新的な治療を目指し、創薬を行うための基盤整備として、化合物ライブラリー、スクリーニングシステム、インシリコアプローチ（コンピューター上で新薬候補化合物を選別・設計する手法）の導入などを行っている。
　実際の創薬の過程で、ペプチドはターゲット蛋白研究として比較的容易に入手可能で、創薬の対象として適切である。先生の研究室では実際に、CXCR antagonist、HIV fusion inhibitor、GPR54 agonistなどの研究を行っておられる。今回の講演では研究室で実際に作られたCXCR4を例に挙げられ、HIV、癌転移、リウマチへの効果や薬剤としての特性を紹介いただいた。さらに、特に若手の研究者に向けてKEGG（ Kyoto Encyclopedia of Genes and Genomes）といったサイトを利用しての創薬の重要性についてお話をいただき、創薬という視点から新たに研究を考える上でも非常に興味深いご講演であった。
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